
「平成２２年度普及に移す成果」 

                 抑制ピーマンにおける 

天敵を主体とした防除体系  

農業総合センター園芸研究所 

ピーマン栽培においてタバココナジラミ バイオタイプＱの被害が拡大しており、特に天敵を利用した

ピーマン栽培では大きな問題となっています。そこで、抑制ピーマン(7月中旬定植)において天敵による主
要害虫の防除法を現地圃場で検討したところ、タバココナジラミ等の天敵スワルスキーカブリダニを定植

2 週間後に放飼し、アザミウマ類の天敵タイリクヒメハナカメムシなどを併用することにより、体系的に
防除できることが明らかとなりました。 

スワルスキーカブリダニのタバココナジラミに 

対する防除効果 

7月中旬定植の抑制ピーマンでは、生育初期

からタバココナジラミが発生します。タバココ

ナジラミの発生初期にあたる定植2週間後にス

ワルスキーカブリダニを放飼することにより、

タバココナジラミと花粉を餌として速やかに

増殖し、タバココナジラミに対する防除効果が

得られます。 
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図１ 抑制ピーマンにおけるタバココナジラミ
に対するスワルスキーカブリダニの防除効果 
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対する防除効果 

抑制ピーマンでは、優占種であるヒラズハナア

ザミウマは生育初期から発生します。定植 2 週間

後にタイリクヒメハナカメムシを放飼することに

より、アザミウマ類は一時増加するもののタイリ

クヒメハナカメムシも旺盛に増殖し、アザミウマ

類に対する防除効果が得られます。 ■タイリクヒメハナカメムシ， ● アザミウマ類 
調査時期 

図２ 抑制ピーマンにおけるアザミウマ類に対
するタイリクヒメハナカメムシの防除効果 抑制ピーマンにおける天敵主体の防除体系 

スワルスキーカブリダニおよびタイリクヒメハナカメムシを生育初期に放飼し、その後、アブラムシ

類やハダニ類の発生初期に、コレマンアブラバチやミヤコカブリダニ等を放飼することにより、これら

の害虫を防除することができます。 
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＜問い合わせ先；園芸研究所病虫研究室  電話０２９９（４５）８３４２＞ 
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図３ 抑制ピーマンにおけ

る天敵を主体とした防

除体系の模式図 


